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一



‐
’
６
潔
噸
塞
鯛
訓
一
湖
酬
鯏
一
釧
潔
謙
鰐
緋
通
り
．

．
｜
し
た
の
で
、
旧
嘉
瀬
、
喜
良
市
の
字
名
一

従
来
の
名
称
新
町
の
名
称

北
津
軽
郡
金
木
町
大
字
字
一
円
の
名
称
従
来
の
名
称
と
同
じ

側
一
《
鳶
ｉ
瀬
村
大
字
嘉
瀬
字
毒
野
北
驚
蔀
金
木
町
大
字
嘉
淑
字
雲
驚

字
端
山
燭
〃

・
字
端
山
鯆

字
上
端
川
崎
多

尹
上
糊
ｕ
断

誼
。
。

ｑ
卓
一』

Ｆ一
”
ｏ
８
ｏ
Ｄ
０
Ｄ
８
：
。
。
。
。

》
・
示
誕
如
概
画

●

( 2
－－塑

梛
市
計
画
適
用
三
年
後

》
麹
理
想
は
平
和
な
田
園
の
街

臓
鱗
灘
灘

吟
“

り

一
噸
硫
畷
爵
す
る
．

勢
一
》
・
壁
壺
鉤
唇
：
一

蕊
騨
潅
轄
篭
一

‘
・
・
一
湘
羅
鼈
漸
測
澱
詐
鰄

，
を
な
し
実
施
す
る
。

’
一
．
錘
罎
企
嘩
．
》

、
↑
調
声

少
ぃ
名
画
岨 ）’

，！

己
圭
一

野
田
竜

‐
号
↑

､

字
萩
元

手
上
萩
元

字
駒
留

字
蟻
襲
瀬
山

字
西
嘉
瀬
山

大
字
中
柏
木
字
鐘
石

ク
字
不
動
野

大
字
憂
竃
字
鎧
石

多
字
一
弄
誼
心
癖 新

町
五
ヵ
年
計

■
Ｏ
Ｊ
５
０
Ｉ
ｊ
０
Ｉ
ｌ
■
Ⅱ
０
６
Ⅱ
！
■
１
６
１
１
Ⅱ
ｏ
６
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｖ
１
０
１
↓

三
一
三
香
・
品
■
胃
員
二
二
三
言
且
■
Ｙ
三
三
三
三
言
Ｐ
且
■
▼
己
三
三

多 L〃〃"ククククク ゞ
五
、
．
縣
閣
係

①
雌
迩
五
所
川
脚
、
金
木
、
小
泊
線
沁

び
関
係
町
村
の
県
道
の
巾
凰
を
払
鵡

’一

④
各
溜
池
の
補
強
工
堅
冬
用
排
水
の
一
沢
溜
池
股
び
満
久
瀬
池
の
干
拓
韮
率

恩
驚
腱
墓
羅
蟻
櫛
哩
農
鴬
謡
す
る
こ
と
農
學

一
⑫
大
判
沢
の
砂
防
工
事
の
促
進
を
要
望

を
要
望
す
る
。

③
金
赤
川
局
部
改
修
腺
工
事
の
促
地
を
一
す
る
。

す
る
と
と
も
に
蹄
叩
の
修
斑
を
行
い

橘
梁
の
架
持
垂
す
る
よ
う
婆
部
す
る

②
県
営
浮
洲
排
水
ボ
ン
プ
エ
頚
の
促
進
一

②
各
溜
池
の
袖
強
工
邪
の
捷
助
を
灘

す
る
。

③
閏
有
林
の
払
下
げ
も
し
く
は
衝
付
手

る
よ
う
喫
瓢
す
る
。

④
各
用
排
水
路
の
改
修
聴
眺
の
媛
助
眼

ぴ
土
地
改
園
事
洪
涯
地
方
を
擬
訊
十

る
。

四
、
郵
睡
省
関
係

①
五
所
川
豚
飛
報
翫
潴
局
と
巡
繋
鞍
し

り
、
竜
諦
穣
の
酒
設
可
能
に
な
る
理

う
砿
設
の
払
充
を
喪
艶
す
る
。

五
、
ゞ
縣
閣
係

三
、
麗
林
省
関
係

①
岩
木
川
総
合
剛
発
伽
促
迩
を
樫
割
ず

金
郭
川
局
部
改
侭
味
工
事
の
促
迩
を
一
⑬
瞬
峠
《
沢
に
ダ
ム
を
新
謎
し
、
ニ
ノ

饗
望
す
る
。
、

↓
』

字
上
端
山
蛎

字
萩
元

ｔ
字
上
萩
元

字
駒
留

字
東
躯
畑
山

字
西
嘉
瀬
山

大
字
中
柏
木
字
鎧
石

〃
字
不
動
野

大
字
長
童
字
鎧
迩

〃
字
二
室
次
添

’

三
三
言
且
■
▼
一
二
三
三
三
三
？
▲
■
Ｙ
二
二
三
三
三
・
言
Ｂ
ａ
■
．
・
ニ
エ
一
三
三
三
号
▲
■
｜
ｒ
一
二
三
三
三
一
言
◇
▲
■
▼
ロ
二
三
三
三
一
二
言
回
り

〃
〃
字
竹
蛎

〃
〃
宇
飯
詰
川
よ
り
南

ク
〃
字
中
道
よ
り
南

〃
〃
字
中
放
よ
り
北

北
津
軽
郡
喜
良
市
村
字
干
苅

〃

字
坂
本

多

字
富
田

〃

字
中
富
田

字
弓
矢
形

〃

字
桔
梗
野

クク

字
新
千
苅

ク

字
新
富
田

〃

字
芦
ケ
沢

少
字
鹿
留

夕
字
相
々
山

字
蔵
助
平

〃

字
喜
良
市
山

夕会

字
小
田
川
山

を
搬
助
せ
ら
れ
た
い
。

⑤
雌
立
隆
巻
郵
嬢
棚
測
所
を
股
世
す
る

よ
う
婆
瓢
す
る
。

⑥
現
曝
立
測
鶏
蝿
汝
ぴ
実
馳
腱
蝿
を
払

充
繩
踊
し
、
総
合
雁
業
試
聴
蝿
を
殻

瞳
す
る
よ
う
要
認
す
る
。

⑦
、
喋
立
中
央
病
院
分
院
莚
設
置
す
る

よ
う
要
望
す
る
⑧
金
木
ｌ
秤
脚
市
－

行
森
間
の
瞳
通
減
蕗
蝿
誰
工
覗
の
再

朋
促
進
を
要
瓢
す
る
。

⑨
金
木
川
上
流
ダ
ム
の
建
殻
に
よ
る
芦

野
及
び
坂
本
地
区
の
鮒
田
事
業
を
蠅

営
工
事
と
し
て
実
施
し
、
開
拓
団
の

振
興
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

⑩
小
田
川
の
局
部
改
修
及
び
何
上
流
ダ

ム
建
設
に
よ
る
朋
田
鞭
業
と
し
て
県

営
工
事
の
実
施
を
要
望
す
る
。

⑪
鹿
之
子
川
及
び
相
の
股
上
流
の
温
水

溜
池
狸
事
猛
促
進
す
る
よ
う
鶴
剖
す

》
わ
◎

沢
溜
池
波
び
満
久
瀬
池
の
干
拓
工
事

’

一 l

L！曲ク
ク
字
竹
崎

少
ク
字
飯
詰
川
よ
り
南

〃
〃
字
中
道
よ
り
南

〃
多
字
中
放
よ
り
北

北
津
軽
郡
金
木
町
大
字
喜
良
市
字
千

苅
《

〃
字
坂
本

〃
字
富
田

〃
字
中
富
田

〃
・
字
弓
矢
形

〃

字
桔
梗
野

孝

字
新
千
苅

多
・
字
新
室
田

ク

字
芦
ケ
沢

ク

字
鹿
留

多

字
相
点
山

多

字
蔵
助
平

夕

字
喜
良
市
山

〃
字
小
田
川
山

関
係
鰹
民
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
浮
洲

地
区
鶏
排
水
ポ
ン
プ
事
梁
は
、
町
狸
以

下
関
係
者
の
努
力
が
報
い
ら
れ
、
二
十

牛
蛎
締
及
び
錆
鯲
肌
一
件
二
○
曲

安
く
な
っ
た
使
用
料
・
手
数
料

渚
閲
覧
一
件
一
○
門

新
金
木
町
の
健
願
櫓
及
び
手
数
料
は
別
な
お
、
利
用
譜
に
は
釣
銭
の
一
鍵
ら
ぬ
よ

表
の
よ
う
に
一
殻
に
安
く
な
っ
た
が
、
う
に
準
備
の
上
、
お
出
で
下
さ
る
よ
う
戸
籍
一
葉
三
○
門

町
当
局
で
は
、
こ
の
分
の
収
入
が
半
減
に
と
、
係
で
要
望
し
て
い
る
。

住
民
登
鋒
一
葉
．
三
ｍ
円

さ
れ
る
と
、
少
を
渋
い
顔
を
し
て
い
る

。
旧
い
Ｉ
Ｉ
０
Ⅱ
１
１
Ｈ
Ｄ
Ｉ
０
１
‘
ｌ
Ｉ
１
１
０
Ｉ
１
０
０
１
０
１
ｒ
１
ｏ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
９
ｆ
ｌ
Ⅱ
Ｊ
ｌ
ｌ
１
ａ
１
１
凸
１
Ｑ
０
Ｄ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
８
０
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
ｌ
ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
０
●
１
１
１
６
●
１
１
；
ｌ
ｌ
ｊ
０
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｆ
Ⅱ
０
１
１

る
。

⑭
現
喜
良
市
村
熊
野
画
、
大
砺
製
材
所

間
の
蝶
適
を
礎
通
道
路
と
す
る
よ
う

路
線
変
史
花
娯
認
す
る
。

六
、
毛
の
他

①
水
田
及
び
林
業
地
に
お
け
る
雁
林
迩

を
蕊
附
し
、
営
腰
、
迩
搬
等
の
便
益

を
図
る
。

---

雌
駄
土
地
改
良
区
に
期
待

揚
排
水
ポ
ン
プ
は
肌
年
に
完
成

（二）

へ 種

田

②
水
系
別
土
地
改
際
笈
木
述
今
脈
の
一
‘
各
種
使
用
料
．
手
数
料
一
覧
表

早
急
股
瞳
を
図
り
、
調
製
法
ま
た
は
一

鯛
撫
鰄
嚇
潔
韮
鋤
鐡
馴
区
分
料
金
脈
嫁

件
を
良
好
に
し
、
且
つ
輔
産
の
韮
礎
一
公
会
蛙
間
一
、
○
○
○
門
昼
間
Ｉ
自
干
前
八
時
半
韮
午
磯
宕

９
伎
間
ｌ
自
午
後
五
崎
銀
午
礎
十
階

堂
伎
川
八
○
○
門
離
鯛
餓
瀧
鈴
鋪
小

な
つ
く
る
。
・

鯛
灘
瀦
織
雛
鮮
憲
一
一
一
廻
、
壺
籠
謡
繊
籍
↓

す
る
。

鰄
椴
恥
柵
》
州
鵬
剛
些
蝋
恥
剛
煎
剛
凝
洲
必
盤
な
薪
は
各
自
愚
与
る
．

④
砕
緬
工
賜
を
鑑
瞳
す
る
。

小
人
〃
四
○
○
脚

九
年
摩
か
ら
三
カ
年
計
画
の
総
工
餐
四

千
万
門
で
、
穣
塞
事
業
と
し
て
金
木
地

区
土
地
改
良
区
重
事
憂
木
立
民
五
郎

氏
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
施
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

二
十
九
年
九
月
か
ら
土
地
改
良
区
般
立

の
準
硫
に
か
か
り
、
本
年
三
且
百
金

木
町
土
地
改
良
区
が
認
可
に
な
り
、
こ

の
改
良
区
が
事
業
主
体
と
な
っ
た
の
で

あ
る
が
、
二
十
九
年
度
は
金
木
地
区
の

排
水
極
及
び
短
気
設
備
喪
と
し
て
四
百

二
十
五
万
円
が
認
証
さ
れ
、
本
年
一
月

か
ら
義
工
、
現
在
排
水
機
の
一
部
が
到

樋
、
四
月
末
に
は
完
成
の
兇
込
で
あ
る

な
お
昭
型
二
十
年
度
に
二
千
四
百
万
門

三
十
一
年
度
に
は
残
額
が
認
証
に
な
る

予
定
で
、
こ
れ
が
完
成
の
暁
に
は
、
関

係
地
区
年
間
約
九
○
○
石
以
上
の
鱈
収

が
見
込
ま
れ
て
い
る
上
、
労
力
画
で
は

夜
間
の
水
引
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
関
係
農
民
か
ら
は
非

常
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
蕊
益
地
域
金
木
地
区
、
浮
州
地
〆

嘉
瀬
地
区
、
麩
蒋
駒
留
錘
雀
野

各
地
区

⑤
趣
鯉
雌
蝿
準
卿
罐
鋪
と
し
一
鱸

⑥
商
工
会
識
所
の
酸
侭
、
顕
秒
所
の
新
ゞ
災

築
を
促
し
、
商
エ
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
。

⑦
隆
業
協
同
組
合
、
脊
年
団
、
蹄
人
団
一
癖
理

体
七
の
他
各
靭
団
体
の
自
主
酌
統
合
一
瀞

、
ノ
コ
』
」
搾
階
雲
戸
』
万
引
姑
夕
。

の
促
進
を
図
る
。

Ⅷ
川
Ⅱ
画
呵
’
’
’
１
１
１
〃
１
‐
Ｉ
Ｊ
０
０
ｆ
１
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｉ
Ｉ
，
１
１
１
１
‐
，
ｒ
１
～
ｌ
ｌ
ｌ
‐

１
１
１
１

白
川
嘉
四
太
郎
、
白
川
未
太
郎
、
津
島
鍵

喜
之
、
白
川
伝
吉
郎
、
郎
、
蛾

廻

○
受
益
噸
積
水
田
約
四
二
○
町
歩

○
総
工
蜜
四
千
万
脚

○
補
助
率
機
械
数
五
割
、
水
路
関
係

四
割

○
事
業
主
体
、
・
金
木
町
土
地
改
脚
区

金
木
町
土
地
改
良
区
役
頁
（
四
月
十
五

日
灘
挙
）

艶
事
長
木
立
民
五
郎

副
理
事
量
白
川
嘉
四
太
郎

理
事
（
順
序
不
同
）

●
金
木
地
区
△
沢
田
久
太
郎
△
津
島

友
作
△
白
川
善
三
郎
△
白
川
好
年
△
白

川
伝
吉
郎
△
風
外
花
田
一

●
嘉
瀬
地
区
△
鳴
海
豊
吉
△
沢
田
茂

△
外
崎
男
茶
△
鳴
海
金
四
郎
△
須
崎
梅

太
郎
△
鳴
海
勝
錘
△
今
寅
吉

建
亭

●
金
木
地
区
△
代
表
盛
事
宮
川
慎
一

△
白
川
竹
治

●
嘉
瀬
地
区
△
沢
田
繋
雄

▲
総
代
（
四
月
十
五
日
避
挙
）

金
木
地
区 本

町
町
錘

孟
、
‐
遼

〆
ノ
、
、
〃
ノ

町
外
健
屋

大
人

小
人

一
人
に
付
一
○
○
門

〃
五
○
円

一
人
に
付
二
○
○
門

〃
一
○
○
円

一
茸

ｌ
ｆ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｆ
ｌ

沢
出
久
太
郎
、
白
川
蜜
一
郎
、
派
跳
新
一

五
左
鋤
陶
、
津
勘
久
三
郎
、
門
川
各
三
・外

騎
惣
五
郎
、
古
出
敏
推
へ
以
上
十
八

白
川
好
年
、
白
川
竹
治
、
白
川
砿
一
、

名
）

霊
蕊
講
鰯
蕊
鮒
鑿

元
、
駒
留
地
区
の
水
田
】

－

｝
Ｆ
■

・
Ｌ
ｏ
ｐ

や
鞍

▽

今

’一

縁

加
八
時
半
至
午
磯
五
時

後
五
階
韮
午
醗
十
時

岬
耗
繩
埜
五
軒
伽
の
み
一

･2-.・・、:｡辻
拭..げ_.．。‘
,ア,r1:．‘:1,

沌
晶
・
凡

5

一
’

◆

噛哩MILIX:
者斫楽楽分

そ
の
他

伽日
■
ｐ
ｂ
Ｂ投

票
総
数

灯
効
投
票

鯉
効
設
票
率

各
陛
柿

花
田

秋
谷

工
藤Ｉ 金

木
町
長
選
挙
結
果

逃
挙
日
伽
月
七
Ｈ

投
熟
ば
金
勵
灘
岬
僻
摺
．
瓶
闇
市
肘

有
梱
老
数
毫
一
天
空
で
云
七
言
臺
型
一
、
一
、
《
元
八
壱
全

投
票
総
数
二
、
芙
全
言
二
、
忌
脚
二
、
童
八
、
義
一

簗
柵
者
数
一
霊
毛
宅
一
天
二
毛
室
八

投
．
栗
率
守
九
二
つ
。
《
六
二
九
尭
宇
九
究
守
発
云
雫
詔
〈
孚
九
錨

１
１
１

金
木
棚
架
哩
蝿
鍼
即
蝶
区
撫
脚
巾
伽
蛎
〆
討

投
票
総
数
四
、
一
発
一
重
鬼
一
、
跨
一
八
、
一
亮

灯
効
投
票
四
、
蚕
一
三
三
墓
酋
八
、
一
莞

虹
劾
設
票
率
ロ
。
四
禿
ロ
。
夫
一
〕
茎
口
。
云
塞

各
陛
補
彬
顕
数

花
田
二
、
宝
一
三
葦
七
乗
四
蓉
章

秋
谷
一
、
毛
』
芳
尭
雲
〕
芸
《
尭

工
藤
九
〕
九
ハ
一
毛

町
民
の
所
得
状
況
調

｡

鐸
謹

Ｐ
Ｄ
Ｏ
’

Ｐ
？

グ
ー

二
四
、
五
三
○

一
四
○
、
五
三
○

金
木
癌

千
円

九
九
、
○
○
○
九

九
、
○
。
○

鱗
や

鍵
八
、
○
○
○

〆 ”

へ

繍
鱗
繍
一
鍼
串
》
議
鯉
風
会
組
織
会

・
粁
溜
蜘
畷
職
鴇
鴬
任
驚

箔卜

吻諺』
炎.雑 海

癌
瀬
麺
以
市
戸
数

千
円
千
門

九
九
、
三
八
九
三
四
、
五
六
○
一
面
六

七
、
五
八
○
五
、
○
四
一
二
二

四
、
九
七
五
三
、
六
○
○
二
五

一
八
、
六
○
○
一
『
二
○
○
一
四
○

三
己
、
五
四
門
．
五
四
、
四
○
一
五
三
六

言~三
1

月

一
郎
、
小
松
平
内
、
木
下
勝
三
郎
、
金

沢
宥
戯
、
鳴
海
勝
義
、
沢
田
鱒
鍾
附

梅
太
郎
、
鳴
鳴
海
大
次
郎
、
川
中
止
雛

今
寓
吉
、
鳴
海
亀
太
郎
、
叩
海
蝿
赤
、

土
岐
繁
美

（
以
上
二
十
二
名
）

１
１

あ
－
し
あ
と

沢
田
定
義
、
神
島
三
茸
叩
海
喜
一
郎

一
日
馳
庁
式
、
町
村
合
併
記
念
式
典

・
旗
行
列
（
小
、
中
生
）

二
日
合
併
記
念
連
合
泊
防
減
詞

三
日
合
併
記
念
ス
キ
ー
大
会

四
日
彌
生
会
（
母
子
福
祉
会
）
発
会
式

・
や

七
Ｒ
保
育
所
母
の
会
役
員
会

九
日
被
害
羅
家
延
納
米
事
務
打
合
会

十
一
日
第
一
Ｍ
臨
時
町
溌
会
第
一

目
士
百
同
石
塞
百
目

十
日
所
得
申
告
娩
朋
会
、
雁
事
織

十
四
日
同
同
塾
一
両
目
、
教
育
杢

#洲会

元
町
挺
中
谷
新
吉
郎
氏
の
生 会割日

ｑ
ｌ
ｊ
へｔ 一 一 一

一 一

1 一 一●
し 一 一

一
日
金
木
小
学
校
入
学
式

三
、
選
挙
衙
理
奈
凰
会

四
月

五
冊
蒋
田
小
学
校
入
学
式
、
金
木
商

等
学
校
入
学
式

六
、
川
愈
小
学
校
、
躯
噸
小
学
校
、

轡
良
市
小
学
校
、
再
皮
市
中
学
校
、

癌
瀬
中
学
校
各
入
学
式

七
円
金
木
町
長
進
挙

八
日
金
木
町
長
選
挙
会

十
日
保
論
所
お
迎
え
の
会

十
一
Ｈ
母
才
の
会
新
町
艇
就
脈
挨
拶
一一

十
五
円
金
木
町
土
地
改
良
区
総
代
選

挙
、
誕
挙
管
理
窪
い
会

十
六
日
保
育
所
母
の
会

十
八
日
春
季
清
潔
没
械
在
恥
始
（
二

八
日
終
了
）

十
九
日
選
挙
街
班
委
幽
会
、
金
木
支

部
消
防
団
短
会
鯵

一
室
串
鰕
繊
鮮
挙
一

二
十
五
日
保
輝
製
鋼
採
用
試
駄
、
歓
一

一
十
一
日
祥
分
の
臼
、
金
木
が
年
団

千
白
嘉
瀬
中
学
校
卒
轆
式

二
十
日
第
二
回
臨
汚
町
艤
会

一
十
二
脚
避
挙
摘
那
義
い
会
、
学
極

組
合
町
村
艇
会
金
木
中
学
校
卒
業
式

一
十
三
日
風
生
委
員
協
減
会

千
四
日
金
木
小
学
校
卒
業
式
、
川

一
十
五
Ｈ
再
良
市
中
学
校
卒
錐
式

一
十
六
Ｈ
金
木
実
触
懸
場
実
習
生
修

総
会桜

会
打
合
会

二
十
七
日
金
木
中
学
校
茎
生
徒
学
校

倉
小
学
校
卒
業
式
、
蒔
田
小
学
擬
卒

業
式

了
式
、
金
木
町
保
育
所
お
別
れ
の
会

大
皿
ケ
丘
分
校
卒
裁
式

林
手
入

二
十
七
日
彌
生
会
役
麗
会

二
十
八
日
保
育
所
運
営
委
凰
会
委
侭

及
び
民
生
表
且
合
同
協
麓
会

造
林
用
苗
木
配
布
。

三
十
日
、
郡
下
小
、
中
、
轟
核
垂
会
鑑

昨
年
蕊
織
率
泌
撫
鰐
罐

保
育
所
に
、
町
当
局
の
乏
し
い
財
政
を

心
配
し
て
『
こ
れ
で
よ
り
丈
夫
な
子
供

さ
ん
に
し
て
下
さ
い
』
と
同
保
育
所
に

今
年
小
学
校
に
入
学
し
た
子
供
さ
ん
一

同
か
ら
身
長
計
と
座
高
師
を
賑
ら
れ
た

の
で
、
保
育
所
側
で
は
こ
れ
で
入
所
児

童
の
鮭
康
管
理
も
本
年
か
ら
完
全
を
翻

す
こ
と
が
で
き
る
が
、
何
と
お
礼
甲
し

て
い
い
や
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
』
と
感
醗

し
て
灘
っ
て
い
た
。

窪
籠
討
を
保
育
所
に

｜

’



q

・l

Fl

、
当
町
任
任
の
峨
争
そ
の
他
の
犠
牲
と
な
－
金
は
母
子
繩
祉
輌
北
の
た
め
の
斑
金
に

号
齪
峠
鰕
蝿
鯉
売
鰯
岬
雛
一
塊
也
貧
竿
四
名
が
盃
切
り
で

・
浄
》
蝿
拙
麟
撫
鯉
鱗
鯉
諮
緬
鯏
洲
一

ツ
ー
金
木
観
桜
会
に
は
、
滋
羨
に
富
ん
だ
ア
ー
ー
、
社
会
孤
祉
に
関
す
る
問
胆
腓
究
－

て
、
一
画
を
た
て
て
い
る
が
、
こ
れ
で
軽
た
益
一
一
、
一
福
祉
施
般
モ
の
他
目
的
趣
成
に
必
一

３
オ
ス
キ
ヤ
ン
デ
ー
伽
移
動
販
売
す
る
肘
一
、
会
凶
の
実
魍
酬
盃
摘
穂

FD

配 一
q

P炉.〃P甸

口 P｡
■

ヶ~
p

●

字

句

昭和3毎雷鬘

日
一
．
〃

並
日

楽
を

保
育
に
ゞ

野
外
し

も

４

－

９
口
心塊

ゴ
ー
Ｉ
西
■
■
■
■
Ｕ

月
与
●

局
橋
さ
ん

寄
贈

一

ボ
タ
７
ゾ

４
－

ｒ
牢 9‘上日､＆

〆－－；・
■ﾛﾛ

》
幽
瞳
か
ら
『
子
供
が
昨
年
か
ら
お
世

《
館
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
野
外
の
保

b

押
刈
諏
件
て
資
金
獲
得

観
桜
会
に
母
子
耐
趾
「
彌
生
会
」
で

金
木
町
保
育
所
ゞ
青
に
も
音
楽
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

賤
鰡
際
諜
謹
詐
零
畢

鴻
識
達
レ
コ
ー
ド
ニ
警
扇
さ
れ
、
鴬
所

喋
か
吟
雷
蕊
鰯
駒
腿
騨
無

み
、
野
外
の
保
一
ル
を
持
出
し
て
大
塞
び
の
子
供
達
】

Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

青
に
も
音
楽
荏
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
－
配
し
て
握
動
し
て
く
れ
る
の
で
、
私
連
一
生
懸
命
や
り
ま
し
ょ
う
』
と
大
張
切
り

い
と
思
い
ま
し
て
…
』
と
い
っ
て
新
品
一
も
音
感
の
御
期
待
に
背
か
ぬ
よ
う
、
二

1－

シ
ヤ
0

1

1
1

’1

凸！

3．

1

I

｜
’ ’

一
一

蕊
潔
謹
轤
灘
韓
詳
舞
誇

京
子
さ
ん
達
が
ど
う
し
て
い
る
か
し
ら

）
中

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
｜
な
お
こ
の
産
は
じ
め
て
、
子
供
さ
ん
を
写
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
で
は
特
に
力
を
い
れ
て
い
る
点
保
育
所
に
出
さ
れ
た
お
母
睡
の
た
め
択
一
京
子
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私

を
次
に
あ
げ
て
御
協
力
が
垢
願
い
し
て
に
注
意
を
二
、
三
甲
上
げ
ま
す
。
￥
ぼ
華
不
糟
な
た
ち
で
、
そ
の
上
当
地
に

一
い
ま
す
。

一
①
保
育
所
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
こ
と
一
来
て
か
ら
は
南
方
ぼ
け
と
い
い
ま
す
か

一
①
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
さ
せ
る
一
保
育
所
は
楽
し
い
遊
び
場
で
あ
る
と
頭
が
ぼ
う
と
し
て
、
す
ぷ
／
、
キ
ー
ー
レ
（

一
会
長
に
宋
町
）
西
沢
さ
ん

一
金
木
町
保
育
所
母
の
会
総
会

濡
網
懲
熊
鰄
囎
啼
鯛
諏
訪
州
螺

一
が
、
次
の
通
り
役
蝕
が
改
選
さ
れ
た
。
酩
盃
枩
皿
木
村
消
己

一
余
煙
西
沢
と
み
（
未
定
）

婆
な
る
事
錐

△
彌
生
会
役
仏

顧
問
花
田
一

会
挺
白
川
と
ま

副
会
長
（
鹸
磁
亭
）
新
聞
せ
つ

〃
（
〃
）
白
川
ツ
マ

可
１
１
１
Ｊ

副
会
垂
高
祇
弘
子

会
帥
中
元

副
全
狼
漕
椴
“
子

花
田
密

１理
理
銅
郷
つ
り
、
銀
蝿
ヤ
ヱ
、
白

川
ヨ
ソ
、
近
村
ふ
じ
枝
、
棚
田
タ
ネ

前
田
み
さ
を
、
噸
森
ち
ゑ
、
榔
方
タ
一

ミ
ヘ
白
川
タ
ケ
、
津
鴎
の
り
一

イ
ｆ
ｌ

中
元
ミ
セ

ー守凹

保
育
に
は
家
庭
の
協
力
を

保
育
所
は
家
庭
の
事
情

に
よ
っ
て
日
々
保
青
に

欠
け
る
児
童
を
保
艘
者

に
代
っ
て
大
寧
な
時
期

の
正
し
い
成
長
を
助
け

て
い
く
た
め
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
保
謹
者
に

代
っ
て
、
と
は
い
っ
て

②
正
し
い
言
葉
と
習
鍾
を
養
う

③
生
活
経
験
を
豊
か
に
す
る

④
創
惹
工
夫
力
を
表
う

⑤
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
性

を
伸
ば
す

保
育
所
は
知
識
の
數
青
を
す
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
の
で
す
。
幼
児
の
社
会
生
活

を
十
分
に
さ
せ
て
、
伸
び
伸
び
と
子
供

’一－－

実
行
枩
盈

△
本
町
Ｉ
山
沢
と
み
、
高
祇
ケ
イ
△
栄

町
Ｉ
媛
利
科
代
、
浅
木
貞
子
△
南
新
町

Ｉ
白
川
く
に
よ
、
太
田
か
つ
ゑ
、
氏
谷

月
枝
△
田
町
Ⅱ
阿
部
ミ
セ
、
角
田
フ
ミ

１
１
理
１
１
１
１
斗
ｌ
州

赤十字祗員増彊運動月間

｜
鰕
鮓
叩

○
有
功
軍
社
風

○
愛
助
幽

◎
加
入
印

役
蝿

部
で

○
正
社
ロ
毎
年
百
円
以
上
醐
金
さ
れ
た
方

○
特
別
社
は
一
時
金
一
千
円
以
上
寄
附
さ
れ

た
方

○
有
功
軍
社
風
一
時
金
五
万
門
以
上
寄
附
さ
れ

た
方

○
愛
助
幽
一
時
限
り
三
十
門
以
上
寄
附
さ

れ
た
方

◎
加
入
印
込
先

嚇
唾
溌
鞭
抵
磯
鵬
灘
殿

加
入
で
き
未
す
）

赤
十

現

字
牡
員
と
は

△
山
適
町
Ｉ
中
村
和
子
、
藤
元
サ
ナ
△

昭
和
町
Ｉ
小
林
せ
つ
、
伊
藤
サ
ミ
△
刺

日
町
Ｉ
奈
良
末
子
、
簡
榧
ミ
ツ
、
角
田

一
ノ
ブ
△
神
明
町
ｌ
中
谷
堅
津
子
、
中
一
沁

毫
誌
盤
濤
州
蝿

ｉ
岬
う
斜
曾
持
た
馴
馴
訓
ｌ
耐
判
州
馴
釧
２
持
た
通
計
判
劉
習
つ
く
る
こ
と
、

②
持
ち
も
の
近
所
か
ら
保
育
所
に
行
く
友
達
が
あ

戟
繩
鑑
鍬
宰
暢
徽
乖
一
畳
舗
脇
畦
溌
溺
裡
溌
一
》
鼈
懲
鰔
腰
盤
雑
灘

ち
り
藤
毎
日
持
た
せ
る
よ
う
に
、
一
ｒ
こ
し
て
も
叱
ら
な
く
て
す
む
よ
－

．
上
一
躍
き
は
子
供
の
履
き
易
い
も
の
、
一
う
な
も
の
を
善
せ
る
こ
と
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

》
Ｗ
》
で
ｆ
ｆ
Ｔ
流
て
沈
１
１
上
１

－
便
一
睡
の
お
便
り
を
い
た
だ

《
し
一
き
ま
し
た
。
大
変
憂
い

叩
Ｊ
叩

悪
ン
一
こ
と
御
無
沙
汰
致
し
ま

弩
フ
）
し
た
の
で
、
御
心
配
の

一
ブ
》
こ
と
と
存
じ
永
す
が
、

四
・
・
・
・
…
“
・
》
私
も
姉
さ
ん
も
き
つ
手

も
武
雄
も
、
毎
日
金
木
の
お
父
さ
ん
や

京
子
さ
ん
達
が
ど
う
し
て
い
る
か
し
ら

と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

京
子
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私

は
華
不
糟
な
た
ち
で
、
そ
の
上
当
地
に

来
て
か
ら
は
南
方
ぼ
け
と
い
い
ま
す
か

子
、
一
戸
塵
子
△
新
海
町
Ⅱ
小
山
内
ふ

み
、
山
田
ツ
ヤ
△
米
町
Ｉ
亀
脳
ミ
チ
、

津
駈
キ
ヨ
△
三
軒
町
Ｉ
佐
藤
フ
サ
ノ
△

川
端
町
１
津
踊
キ
江
、
棟
方
イ
サ
△
小

川
町
Ｉ
伊
藤
あ
れ
、
福
士
雪
△
若
松
町

１
蒔
田
栄
子
、
小
野
ト
ミ
△
見
峨
町
１

大
橘
さ
ん
、
江
良
み
つ
ゑ
△
芦
鰐
町
Ｉ

棚
田
キ
ヌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｉ
０
１
１
１
１
１
１

’
１
０
０
９
卜
ｉ
ｌ
ｌ
８
Ⅱ
１
１

本
格
的
堆
産
は
今
年
か
ら

京
子
さ
ん
、
十
一
月
四

日
付
で
な
つ
か
し
い
皆

嫌
の
お
便
り
を
い
た
だ
一

元
気
な
気
仙
言
軒
町
）

月 1日より3()日 まで
戸

〃

’
１
－
１

不
精
者
）
》
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
と
に
か
く
私
達
は
同
封
の
写
真

で
見
ら
れ
る
通
り
、
イ
ン
デ
ア
ン
そ
っ

く
り
真
黒
に
な
っ
て
毎
日
元
気
で
働
い

て
お
り
ま
す
。
当
地
は
内
地
の
よ
う
に

夏
冬
四
季
は
な
く
、
い
つ
も
夏
で
す
か

ら
雨
降
り
の
ほ
か
は
毎
日
働
い
て
ま
す

当
地
に
移
住
し
て
来
て
い
る
方
達
は
内

地
か
ら
の
煙
り
を
一
番
華
し
み
に
待
っ

て
お
り
ま
す
か
角
一
通
で
も
手
紙
が

種
け
ば
自
分
の
胸
に
抱
い
て
喜
び
、
そ

し
て
部
落
串
に
『
私
の
と
こ
ろ
に
手
紙

が
来
た
』
と
ふ
れ
歩
く
人
も
あ
る
く
ら

い
で
す
。
と
に
か
く
大
変
ひ
ん
ひ
な
処

で
す
か
ら
、
ラ
ジ
オ
は
あ
り
ま
せ
ん
し

新
聞
も
十
五
、
六
日
前
の
新
聞
ば
か
り

●
包
り
■
〃
写
Ｋ
１
心
０
６
グ
ー
刃
４
Ｕ
▽
Ｄ
ｒ
ｈ
１
６
Ｉ
ｂ
Ｃ
１
１
ひ
■
Ｕ
●
■
‐
Ｑ
■
ク
ロ
も

【
写
蝿
④
開
廻
に
糖
出
す
氣
仙
さ
ん
一

鹿
⑤
二
カ
月
目
の
バ
ナ
ナ
と
家
を
閏
票

に
し
た
元
氣
な
氣
仙
さ
ん

登
な
し
た
と
こ
ろ
、

穐
燗
訓
評
薩
潔
蝿
凄
認
鰡
鱸
篭
蕊
騨
澤
齢

は
が
み
が
み
叱
ら
な
い
で
下
さ
い
逵
一
の
お
も
む
く
ま
ま
に
、
親
自
身
の
満
足
分
の
妾
を
み
る
べ
き
だ
．

●ク

ニ
」
）
」
、
〃
」
学
診
全
・
狸
Ｉ
《
』
、
ノ

や
め

″

、

県
祗
協
穂
職
払

、

勺

製
縄
懸
一
鯲
嫌
叫
撹
藤
》
雛
訓

ん
に
何
左
望
む
一
ゆ
か
な
い
。
小
替
を
い
う
親
は
、
子
供

岐
阜
雌
の
あ
る
一
あ
っ
た
。

さ｜
癖
蓉
峠
嘩
錐
串
拝
麺
》
率
葬
》
》
壷
仙

ブ
ラ
ジ
ル
の
子
供
逮
は
勉
撞
し
た
く
と

ゞ
も
上
の
学
校
に
は
行
け
な
い
の
で
す
。

《
金
が
た
く
さ
ん
か
か
り
、
そ
の
上
学
校

一
の
数
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
．
：
。

マ
ナ
ウ
ス
で
は
日
本
の
よ
う
な
よ
い
学

一
校
は
二
、
三
よ
り
な
く
、
小
学
校
を
卒

｜
｜

’

で
す
。
孫
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
新
聞
を

（
且
小
字
）
と
っ
て
見
て
お
り
よ
す
。
、

内
地
も
い
よ
い
よ
春
に
な
り
ハ
田
や
畑

に
出
る
仕
陛
で
忙
し
い
Ｈ
を
送
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
半
紙
の
醤
く

噸
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
苗
代
に
出
て
働

い
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
昨
年

は
内
地
の
天
候
が
不
順
で
稲
作
は
悪
い

よ
う
に
山
き
ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
の

お
便
り
で
は
、
わ
り
合
に
良
か
っ
た
と

の
由
、
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

京
子
さ
ん
逮
日
本
の
子
供
は
ブ
ラ
ジ
ル

の
子
供
に
く
ら
べ
て
大
変
幸
福
で
す
。

ん
の
便
り

’
へ

－－－
－

一
一
・
日
ｆ
０
０
９
ｄ
０
ｂ
Ｄ
〃
Ｔ
Ｇ
４
ｐ
ｂ
ｔ
ｊ
０
、
ゲ
も
．
■
。
ｂ
、
。
Ｉ
、
’
分
り
、
ｒ
ｊ
も
！
〃
、
。

の
た
め
に
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
小
翫
は
子
俳
た
ち
に
と
っ
て
、
あ

ま
り
に
も
嫌
な
も
の
で
、
結
局
は
小
雷

を
い
う
親
が
嫌
い
に
な
る
の
だ
。

子
供
が
悪
く
な
る
！
と
蝿
た
ち
は
い
つ

が
、
そ
の
源
は
、
結
局
そ
の
親
の
毎
日

の
生
活
態
度
に
あ
る
の
だ
。
子
供
に
そ

の
寅
任
を
お
い
か
ぶ
せ
る
よ
う
な
親
に

．
！
‐
’
ず

一
一
鱸
一
鯨
離
叫
な
け
れ

、
｜
‐
Ｉ
↓
最
初
に
ロ
や
鼻
超
し
ら

〉
べ
て
み
て
、
泥
や
砂
が
つ
ま
っ
て
い

》
た
ら
と
り
の
ぞ
き
、
う
つ
む
き
に
寝

一
か
せ
て
、
宵
の
下
に
衣
郵
を
ま
る
め

《
て
当
て
が
い
背
に
両
手
を
あ
て
て
、

〉
し
ぼ
り
出
す
よ
う
に
お
し
て
、
水
を

へ
ｌ
ｆ
も
６
，
日
０
６
口
ｈ
、
Ｊ
ｄ
ｅ
ｑ
己
０
も
９
Ｊ
巳
９
Ｄ
Ｐ
①
巳
合
Ｄ
も
。
“
〃
ｆ
■
■
Ｐ
尋
■
０
．
、
、
〃
。
９
。
●
■
ｑ
ｑ
■

業
し
て
も
、
や
つ
と
新
叩
を
読
め
る
積

匿
で
、
伽
倒
な
騨
術
な
ど
は
臥
来
よ
せ

ん
し
、
Ⅶ
櫨
の
出
し
方
な
ど
は
、
全
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。

学
校
の
先
生
で
も
算
数
は
六
坤
生
よ
り

悪
く
、
先
生
よ
り
生
徒
の
方
が
早
く
出

来
て
先
生
の
出
来
る
の
を
待
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
辺
の
ブ
ラ
ジ
ー

ル
人
は
交
盲
が
多
く
自
分
の
名
を
誉
け
一

表
せ
ん
。

家
に
い
る
フ
ワ
オ
ジ
イ
ー
は
、
士
二

歳
で
す
か
ら
京
子
さ
ん
と
同
じ
位
い
で
一

す
。
字
は
全
然
害
け
ず
、
最
近
私
が
Ａ
ｌ

Ｂ
心
（
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ア
ー
ベ
ー
セ
ー
）

を
教
え
て
お
り
未
す
か
、
中
を
う
ま
く
一

ゆ
き
ま
せ
ん
。

へF~■｡？｡一■-凸~句■争～ へ

《
「
Ｉ
聖
陛
渥
腱
も
２

《
一
諄
室
一
救
助
し
た
勘
合
は
、
ま

一
水
に
溺
れ
た
応
急
手
当
一

救:急室

1,｜
ノ
$

1

〈’

4
〈，
b】

（

il

｜
建
ち
ま
す
か
ら
、
そ
う
な
れ
ば
稚
樹
も

一
フ
ワ
オ
ジ
ー
も
通
学
さ
せ
る
つ
も
り
で

す
。
武
則
も
雅
樹
も
ブ
ラ
ジ
ル
詔
を
大

部
覚
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
小
供
進
と
誌
し

な
が
ら
遊
ん
で
お
り
ま
す
。
Ｒ
本
諾
と

ブ
ラ
ジ
ル
諾
莚
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
に
し
て
話

し
て
い
る
ｗ
を
、
は
た
だ
き
い
て
い
ろ

と
大
変
お
か
し
く
血
白
い
で
す
。
そ
ｍ

で
も
通
崩
し
て
な
か
よ
く
遊
ん
で
お
る

の
で
す
か
ら
感
心
し
ま
す
。
私
途
だ
っ

て
ま
だ
何
も
お
ぼ
え
て
お
り
ま
せ
ん
が

そ
れ
で
も
大
体
用
率
を
足
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
、
三
年

も
し
た
ら
、
た
い
て
い
の
こ
と
は
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。
↑

で
は
ロ
ッ
テ
（
土
地
、
雁
地
）
の
阪
手

毬
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
ロ
ッ
テ
は

大
体
五
町
歩
で
す
が
、
今
年
は
四
町
歩

く
ら
い
切
る
予
定
で
す
。
米
は
大
体
一

月
初
旬
ま
で
に
四
町
歩
植
付
け
を
総
り

ま
し
た
が
二
月
初
旬
か
ら
病
害
虫
に
や

ち
れ
、
一
時
は
全
誠
に
な
る
か
で
は
な

い
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
近
哨
大
部

よ
く
な
り
、
穂
も
二
、
三
本
で
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
の
分
だ
と
喰
く
る
だ
け

は
と
れ
る
と
思
い
ま
す
。

カ
ン
ナ
（
砂
緬
き
び
）
は
一
町
歩
以
上

（
一
ク
ワ
ー
ド
ロ
は
一
町
歩
）
マ
ン
ジ

ヨ
ー
カ
（
い
も
）
は
現
地
人
の
主
食
で

粉
に
し
て
食
べ
ま
す
が
、
こ
れ
を
五
反

歩
位
、
計
大
体
三
町
歩
位
植
え
る
予
定
一 、

は
か
せ
る
。

》

あ
て
が
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、
片
一

ヒ
ザ
立
て
て
そ
の
上
に
お
ぼ
れ
た
《

も
の
の
胃
部
を
当
て
が
い
、
背
中
一

を
お
し
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
水
を
〉

は
か
せ
る
。
仮
死
に
お
ち
い
っ
て
《

い
る
場
合
は
、
、
．
水
を
は
か
せ
て
か
一

ら
人
工
呼
吸
法
を
ほ
ど
こ
す
。
一一

局
復
醤
は
水
を
の
ん
で
消
化
腰

器
が
弱
っ
て
い
る
か
ら
、
特
に
食
へ

事
に
産
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》

！
‐
‘
，
‐
、
，
！
．
．
‐
．
‐
‐
，
ｊ
‘
、
‐
，
、
，
，
Ｉ
．
，
‐
‐
：
、
ｌ
、
．
‐
‐
‐
‐
‐
へ

千
五
百
米
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
学
校
が

っ
て
お
り
ま
す
が
、
後
暫
く
で
家
か
ら

武
則
は
今
一
里
く
ら
い
あ
る
学
校
に
通

し
な
い
の
で
し
ょ
う
。

ア
マ
ゾ
ン
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
発
達

こ
ん
な
子
供
が
大
き
く
な
る
の
だ
か
ら

の
年
弍

さ
ｂで

す
。

で
す
。
十
四
、
五
歳
に
な
っ
て
も
自
分

の
年
さ
え
わ
か
ら
な
い
鮎
供
が
い
る
の

ｂ
ｈ ブ

ラ
ジ
ル
に
は
こ
ん
な
子
供
が
多
い
の

〉

例 りI
一

つ 方 私
の
ロ
ッ
テ
か
ら
大
体
三
○
分
位
奥
の

に
行
っ
た
り
、

ん め 蒔
田
の
秋
元
さ
ん
で
す
が
、

次 も
経
て
ば
た
べ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

次
に
焔
し
い
『
三
１
ス
を
〃
そ
れ
は

る
の
が
三
本
あ
り
ま
す
。
も
う
二
カ
月

位
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
実
の
な
っ
て
い

プ
の
焼
払
い
で
多
忙
で
す
が
、
家
が
建

丈
以
上
、
葉
の
先
ま
で
だ
と
一
丈
五
尺

ナ
は
植
え
て
か
ら
二
カ
月
目
で
す
。
恥

在
幹
の
太
さ
は
約
七
寸
で
、
高
さ
は
一

薪
に
し
た
ら
一
カ
月
は
大
丈
夫
。
パ
ナ

で
ま
だ
植
付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
大

き
な
木
が
写
っ
て
る
で
し
ょ
う
、
こ
ん

円
本
な
ら
何
万
円
も
す
る
で
し
ょ
う
ね

な
木
で
も
全
部
焼
い
て
し
ま
う
の
で
す

か
ら
写
し
た
も
の
で
、
十
一
月
中
ご
ろ

（
ア
テ
ロ
ガ
ー
）
一
九
五
五
・
三
・
五

で
す
が
、
こ
れ
は
私
途
の
駁
へ
梅
っ
て

れ
な
い
わ
け
で
す
。
泳
に
同
封
の
写
真

か
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
仕
駆
が
切

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
植
え
ま
す

’
二
十
五
極
お
き
で
、
そ
の
中
に
豆

る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
き
何

終
れ
ば
こ
れ
、
と
い
う
よ
う
に

次
は
カ
ン
ナ
と
い
う
よ
う
に
、

ま
せ
ん
。
稲
は
大
体
一
米
幅
の
二

米
が
と
れ
て
か
ら
マ
ン
ジ
ヨ
ー
カ
、

両
方
と
は
仰
白
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

で
す
。

植
え
、
ま
た
そ
の
間
に
ゴ
ム
と
か
、

や
り
よ
う
で
は
二
、

カ
オ
そ
の
他
豆
等
を
植
え
ま
す
か
ら
、

で
は
米
を
植
え
て
大
き
く
な
っ
た
ら

す
。
今
書
い
た
滝
り
で
す
と
十
町
歩

ン
ジ
ヨ
ー
カ
、

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
当

重
点
を
鐘
い
て
仕
事
を
す
る
つ
も
り

メ
ン
タ
ー
、
｜
グ
ワ
ラ
ナ
ー
、

料
）
等
も
苗
木
を
仕
立
て
て
お
り
、

ら
せ
下
さ
い
。
（
後
略
）

た
ら
手
紙
を
剛
す
か
ら
と
い
っ
て
お

本
、
グ
ワ
ラ
ナ
ー
（
サ
イ
ダ
ー
の

り
、
こ
れ
は
今
年
切
っ
て
か
ら
定
植

ま
す
か
ら
、
熊
田
の
親
潮
の
方
に
お

ま
す
。
ま
た
ピ
メ
ン
タ
ー
（
胡
椒
）
｛

他
苗
床
で
カ
カ
オ
、
パ
ン
の
木
、
ジ
ヤ

で
す
。
今
家
を
趣
て
る
準
備
と
ロ
ツ

ツ
カ
ー
、
ミ
カ
ン
、
カ
フ
ェ
ー
（
コ
ー

ヒ
ー
）
百
本
等
色
々
苗
床
に
檀
え
て

に
当
地
に
引
越
し
て
き
幸
評
し
た
。
み

陣
料
）
を
百
本
以
上
、
ア
パ
カ
シ
ー

な
元
気
で
働
い
て
お
り
、
時
々
遊
び

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
）
は
約
一
言
株
、
そ

十
本
位
、
カ
カ
オ
〈
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

モ
ン
（
レ
モ
ン
水
を
取
る
ミ
カ
ン
）

で
す
。
バ
ナ
ナ
は
約
二
五
○
本
程
、

来
た
り
し
て
お
り
ま
す

カ
ン
ナ
等
を
枕
の
間
に

三
倍
位
Ｌ
な
る
の

一
月
の
始

カ
カ
オ
に

輪
作
す

そ
れ
が

十
糎 き 力垣 批旦 も で ピ 鵬〈~マ し お の 四 しの〃 、－

へ’ ’一
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